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こ
の
よ
う
に
、
日
光
市
の
行
政
改
革
は

「
道
半
ば
」
で
あ
り
、
今
後
も
積
極
的
に

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

日
光
市
行
政
改
革
プ
ラ
ン

　「
日
光
市
行
政
改
革
プ
ラ
ン
」
は
行
政

改
革
の
新
た
な
基
本
方
針
で
あ
り
、
今
後

は
こ
の
計
画
に
基
づ
き
改
革
を
進
め
ま
す
。

　
計
画
期
間
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
　
年

２４

２７

度
の
４
年
間
で
す
。
具
体
的
な
取
り
組
み

ご
と
に
、
実
施
目
標
や
数
値
目
標
を
設
定

し
、
年
度
ご
と
に
そ
の
進
捗
状
況
を
把
握

し
ま
す
。
ま
た
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
新

た
な
行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
年
度

ご
と
に
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
見
直
し
、

必
要
に
応
じ
て
取
り
組
み
の
追
加
や
修
正

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

行
政
改
革
の
５
つ
の
視
点

　
市
は
次
の
５
つ
の
視
点
に
基
づ
き
、
行

政
改
革
を
進
め
ま
す
。

①
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
役

 
市
民
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
的
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
民
の

日
光
市
行
政
改
革
プ
ラ
ン
の
概
要

〜
日
光
市
の

の
た
め
に
〜

行
政
改
革
‐
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

 
市
は
平
成
　
年
度
か
ら
「
日
光
市
行
政

１９

改
革
大
綱
」、「
日
光
市
集
中
改
革
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、
従
来
の
発
想
に
よ
ら
な

い
新
た
な
視
点
で
行
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
事
務
の
簡
素

化
や
統
廃
合
、
民
間
活
力
の
活
用
な
ど
に

取
り
組
み
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
最
大

の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
事
務
事
業
の

見
直
し
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
市
の
組
織
を
見
直
し
、
効
率
的
で

コ
ン
パ
ク
ト
な
組
織
体
制
を
確
立
す
る
と

と
も
に
、
職
員
数
の
適
正
化
に
取
り
組
み
、

平
成
　
年
度
ま
で
に
約
　
名
の
職
員
を
削

２３

２００

減
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
市
税
な
ど
の
徴
収
強
化
に
よ

る
収
納
率
の
向
上
や
自
主
財
源
の
確
保
を

図
る
と
と
も
に
、
補
助
金
の
適
正
化
や
経

常
経
費
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
歳
出
を
抑

え
、
財
政
の
健
全
化
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
行
政
改
革
は
必
要
な
の
か

 
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
景

気
の
低
迷
に
加
え
、
合
併
に
伴
う
財
政
的

支
援
措
置
の
終
了
が
見
込
ま
れ
、
市
を
取

り
巻
く
状
況
は
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

 
こ
の
よ
う
な
中
、
市
は
新
た
な
「
日
光

市
」
を
創
造
し
て
都
市
間
競
争
に
勝
ち
抜

く
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
対
応
し
て
市
民
満
足
度
の
高
い

市
政
経
営
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
「
日
光
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
の

中
に
は
、
４
年
間
検
討
を
継
続
し
て
い
る

も
の
や
当
面
は
現
行
ど
お
り
実
施
す
る
も

の
、
期
待
し
た
効
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
再
度
検
証
し
た
上
で
、

適
正
な
目
標
や
取
り
組
み
内
容
を
設
定
し

直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
が
主
役
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
常

に
意
識
し
、
市
民
目
線
に
立
っ
て
改
革
に

取
り
組
み
、
市
民
満
足
度
を
高
め
ま
す
。

②
コ
ス
ト
意
識

 
人
材
や
財
源
、
資
産
な
ど
の
限
ら
れ
た

経
営
資
源
を
最
大
限
に
活
用
す
る
た
め
、

人
件
費
も
含
め
た
コ
ス
ト
意
識
を
徹
底
し

ま
す
。

③
自
律
と
戦
略

 
地
方
分
権
時
代
に
的
確
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
真
に
求
め
て

い
る
も
の
は
何
か
を
考
え
、
ニ
ー
ズ
を
自

ら
掘
り
起
こ
し
、
行
動
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
そ
の
た
め
、
自
律
と
戦
略
性
に
基

づ
い
た
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

④
成
果
と
ス
ピ
ー
ド

 
実
施
方
法
な
ど
を
見
直
し
な
が
ら
、
成

果
を
重
視
し
た
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

 
ま
た
、
社
会
情
勢
や
新
た
な
行
政
課
題

に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
取
り
組
み
の

ス
ピ
ー
ド
に
も
十
分
配
慮
し
ま
す
。

⑤
透
明
性
と
説
明
責
任

 
行
政
改
革
の
進
み
具
合
や
成
果
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
い

形
で
公
表
し
ま
す
。
透
明
性
の
確
保
と
説

明
責
任
を
果
た
し
た
上
で
、
皆
さ
ん
の
理

解
と
協
力
を
得
な
が
ら
改
革
を
進
め
ま
す
。

　

噛

噛

噛

噛

噛
　

　
行
政
改
革
プ
ラ
ン
の
内
容
や
、
具
体
的

な
取
り
組
み
項
目（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）

に
つ
い
て
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
以
降
で
紹
介

し
ま
す
。

図：日光市の人口（推移と推計）
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行政改革プランの概要

事
務
事
業
の
効
率
化
と
経
営
資

源
の
有
効
活
用

興
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
ま
す

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
必
要
な
事
業

を
実
施
す
る
た
め
、
市
民
満
足
度
を
重
視

し
た
事
務
事
業
評
価
を
定
期
的
に
行
い
、

事
業
の
必
要
性
や
目
的
の
達
成
状
況
な
ど

を
確
認
し
た
上
で
、
統
合
や
縮
小
、
廃
止

を
視
野
に
入
れ
た
見
直
し
を
実
施
し
ま
す
。

興
市
民
の
市
政
参
画
を
推
進
し
ま
す

　
市
政
に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
公
表

し
、
説
明
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
情
報

の
共
有
を
図
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
市
政

参
画
を
進
め
ま
す
。
ま
た
全
て
の
職
員
が
、

市
民
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
何
を

す
べ
き
な
の
か
、
考
え
て
行
動
し
ま
す
。

興
民
間
活
力
を
有
効
活
用
し
ま
す

　
行
政
コ
ス
ト
の
縮
減
と
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
実
現
す
る
た
め
、
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
有
効
活
用
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
市

民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
協
働
、
市
出

資
法
人
な
ど
と
の
連
携
に
よ
り
、
事
業
を

効
果
的
に
進
め
ま
す
。

興
経
営
資
源
を
有
効
活
用
し
ま
す

　
少
な
い
経
費
で
最
大
の
効
果
を
得
る
た

め
に
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
、
人
材
や
財
源
、

資
産
な
ど
の
経
営
資
源
を
有
効
活
用
し
ま

す
。
特
に
公
共
施
設
を
中
心
と
し
た
資
産

に
つ
い
て
は
、
長
期
的
か
つ
総
合
的
な
視

点
か
ら
、
保
有
面
積
の
圧
縮
が
図
れ
る
よ

う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
ま
す
。

取り組み項目の具体例取り組みの方向性目標達成の方策

地域バス路線の再編事務事業の統合・縮小・廃止事務事業の見直し

放課後児童対策事業の統一

事務事業評価結果に基づく事業の見直し行政評価の効果的な活用

市民評価の実施

申請手続き等のオンライン化情報通信技術の活用

広聴制度の充実市民参画の促進市民の市政参画

市民の意見を反映させる仕組みづくり

情報通信技術を活用した市政情報の提供情報共有と説明責任

情報公開制度の適正な運用

市民満足度向上への取り組み市民満足度の向上

公共施設における利用者満足度調査

スクールバス運転業務の民間委託民間委託等の推進民間活力の有効活用

地域包括支援センターの民間委託

日光斎場「聖苑」の指定管理指定管理者制度を活用した
指定管理 霧降高原園地の指定管理

西川運動場の指定管理

出資法人等における情報公開の徹底出資法人等

総合支所等の計画的かつ重点的な整備公有財産の適正な維持管理経営資源の有効活用

事務事業の効率化と経営資源の有効活用 （アクションプランから一部抜粋）
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財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み

興
計
画
的
な
財
政
経
営
を
進
め
ま
す

　
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
た

め
、
中
期
的
な
財
政
計
画
に
基
づ
き
、
財

政
の
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
着
実

に
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
財
務
諸
表
を
活

用
し
た
財
政
分
析
な
ど
を
進
め
ま
す
。

興
歳
入
を
確
保
し
ま
す

　
自
立
し
た
行
政
経
営
を
行
う
た
め
、
市

税
だ
け
で
な
く
、
使
用
料
な
ど
の
税
外
収

入
の
徴
収
率
を
高
め
る
と
と
も
に
、
滞
納

額
の
圧
縮
に
努
め
ま
す
。
ま
た
広
告
事
業

や
未
利
用
財
産
の
処
分
を
積
極
的
に
行
い
、

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

興
歳
出
を
削
減
し
ま
す

　
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
や
新
た
な
行
政
課

題
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
全
職
員
が

市
の
財
政
状
況
を
把
握
し
、
強
い
コ
ス
ト

意
識
を
持
っ
た
上
で
、
全
庁
的
な
経
費
の

削
減
に
努
め
ま
す
。
ま
た
新
規
採
用
職
員

数
の
抑
制
や
業
務
委
託
の
推
進
な
ど
に
よ

る
職
員
数
の
削
減
、
非
常
勤
嘱
託
員
な
ど

の
適
正
配
置
に
努
め
、
人
件
費
の
抑
制
を

図
り
ま
す
。

興
公
営
企
業
等
の
健
全
化
に
努
め
ま
す

　
独
立
採
算
制
を
基
本
と
す
る
公
営
企
業

や
特
別
会
計
事
業
は
、
受
益
者
負
担
の
原

則
か
ら
、
料
金
の
見
直
し
や
施
設
の
計
画

的
な
更
新
な
ど
で
健
全
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
、
繰
出
金
の
抑
制
に
努
め
ま

す
。

取り組み項目の具体例取り組みの方向性目標達成の方策

第２期財政健全化計画の着実な実施中期的な財政計画計画的な財政経営

市税等の徴収率の向上市税等収入の確保歳入の確保

し尿処理手数料の徴収方法の見直し

納税意識啓発のための税務広報の充実

使用料等の適切な設定自主財源の確保

広告事業の実施

庁舎等の空きスペースの貸し付け

ふるさと納税の促進

未利用財産の処分等未利用財産の処分

広報紙発行費用の削減経費の節減・削減歳出の削減

人件費の削減人件費の抑制

各プロセスでのコスト縮減を前提とした公共
事業の効率化

公共事業の効率化とコスト
縮減

水道料金未収金対策の強化水道事業経営の健全化
公営企業等の健全化

水道メーター検針業務の統一

国民健康保険税の徴収率の向上特別会計の健全化

国民健康保険税率の見直し

下水道使用料の見直し

財政健全化に向けた取り組み （アクションプランから一部抜粋）
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行政改革プランの概要

効
率
的
な
行
政
経
営
シ
ス
テ
ム
の
確
立

興
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
ま
す

　
地
方
主
権
の
進
展
や
権
限
移
譲
に
よ
り
、

自
立
し
た
行
政
経
営
が
可
能
に
な
る
一
方

で
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
仕
組
み
が
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル（
※
最
下

部
参
照
）を
基
本
と
し
た
総
合
的
か
つ
体

系
的
な
行
政
経
営
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目

指
し
ま
す
。

興
安
定
し
た
執
行
体
制
を
確
立
し
ま
す

　
職
員
が
減
少
す
る
中
で
、
経
営
資
源
を

最
大
限
に
生
か
し
つ
つ
、
市
民
ニ
ー
ズ
や

権
限
移
譲
な
ど
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
市

政
を
行
う
た
め
、
効
率
的
で
コ
ン
パ
ク
ト

な
組
織
を
構
築
し
、
安
定
し
た
執
行
体
制

の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

興
職
員
の
意
識
を
改
革
し
ま
す

　
行
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
全

て
の
職
員
が
意
識
を
改
革
し
、
ち
ょ
っ
と

し
た
「
気
づ
き
」
を
改
善
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
改
革
や
改
善
に
取
り
組

む
職
場
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

職
員
の
能
力
や
や
る
気
を
高
め
る
人
材
育

成
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

興
職
員
定
員
の
適
正
化
を
図
り
ま
す

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ

う
十
分
に
配
慮
し
つ
つ
、
新
規
採
用
職
員

の
抑
制
や
民
間
活
力
の
積
極
的
な
活
用
な

ど
に
よ
り
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た

職
員
数
の
適
正
化
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

取り組み項目の具体例取り組みの方向性目標達成の方策

効率的で効果的な会議運営の確立行政経営システムの構築マネジメントシステム
の確立

組織機構改革計画の定期的な見直し効率的な組織機構安定した執行体制の確立

総合窓口の新設

業務改善提案制度の実施業務改善・業務効率化職員の意識改革

備品・消耗品の有効活用

業務マニュアルの作成

職員研修制度の充実人材育成

人事評価制度の導入

職員定員適正化計画の着実な実施適正な職員定員の管理職員定員の適正化

非常勤嘱託員等の配置基準の作成

専門職員の計画的採用

定年延長に対応した人事制度の見直し定年延長への対応

効率的な行政経営システムの確立

※ＰＤＣＡサイクル…計画（Ｐｌａｎ）、実行（Ｄｏ）、評価（Ｃｈｅｃｋ）、改善・改革（Ａｃｔｉｏｎ）を１つの周期として、業務を
常に見直し改善していく取り組みのこと。

（アクションプランから一部抜粋）


